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はじめに

疑問点 　本工事は、(一)伊久美元島田線伊太谷川橋の舗装工事であり現設計では、路面切削

の対策 車道ｔ=8歩道ｔ＝6であったが、試掘の結果①PＣ桁上に数cmのｺﾝｸﾘｰﾄが打設してあると

として 推測できる。②ㇾべリング層は、若干の横断勾配は確認されるもののほぼ水平である。

③PC桁上に数cmのコン上部にすべてではないが、防水シートが施工されている。

④歩車道境界ブロックは床板後の施工である。このことから疑問点の対応について

説明します。(図面Ａ参照）

①ㇾべリング層までの切削

ㇾべリング層から天端まで一体のコンクリートになっている(設計はアスファルト)

従って現在の構造に問題が無ければ、当初設計の切削厚で行う。尚歩道部については

調査結果により施工する。

ｔ＝５に決定

＊ 歩道はｔ＝５で施工しました。

②ㇾべリング層の勾配について

ㇾべリング層は、若干の勾配があるがほぼ水平である為ドレーンを施工しても滞留水

となりやすく、排水機能が最大限されなく構造物に悪影響を及ぼす事が考えられる。

従って、現在の構造体に問題なければ、当初設計の切削厚で行いドレーンに勾配を

設ける。 (図面Ｂ参照)

③既設防水シートついて

ㇾべリング層まで切削すると、既設防水シートが露出する為、防水シート装上部で切削

引き続き防水層を機械と人力の併用で撤去する事となる。

④歩車道境界ブロックについて

歩車道境界ブロックの下部を防水施工は出来ない。

以上の結果

①車道部はㇾべリング層まで切削しない。従って基準高の設定により(ｔ＝7)とした。

②歩道部は試掘の結果最低のｔ＝5として基準高の設定を行いㇾべリン層まで切削しました。

③既設の防水層は、車道は試掘の結果そのままとしました。

又排水孔に鉄筋が露出した場合の措置を考え施工しました。



A. 最終橋面舗装構成

B. 最終排水孔について



関係省庁(市役所・警察)における・昼間工事・夜間工事についての対策と検討について

当初(施工フロー）

開削調査は1日で施工し

削孔・ドレーンは1日で施工する。

切削上り線

切削下り線

変更で車道ｔ＝７で施工を１日で施工

変更で歩道道ｔ＝５で施工を１日で施工

区画線は昼間施工する。

変更で５日で施工出来る様に

検討する。

当初の

Ａ． 1日のタイムスケジュール 24Hになってしまう。この為夜間工事での検討を行いました。

このタイムスケジュールにより２日目に上り線４日目に下り線を施工しました。

交通渋滞

t=7

t=7

t=5

t=5



Ｂ． 夜間工事での日毎のタイムスケジュール

全体の 実施工程表 ＊実際に施工

１日目はドレーン施工　2日目は上り歩道・車道切削3日目は防水工・表層工4日目は下り歩道

・車道路面切削5日目は防水工表層工を施工しその日に区画線を施工しました。

その工事の県道伊久美元島田線を夜間規制(別紙参照）を行い施工しました。

交通規制は迂回路を設け、誘導員を7人配置し看板設置カ所を把握し施工しました。

迂回路看板も6枚配置し又・地元花みずき自治会・トラック協会・小学校・中学校・高校(島田商

島田樟誠）・東海特殊製紙・矢崎計器・島田市生活安全課（しずてつジャストライン）・FM島田

にお知らせ文を配り周知しました。

おわりに

最初、橋面舗装は切削ｔ＝７で施工出来れば簡単だと思っていましたが

設計の段階でいろいろ確認すると、アスファルトだと思ったのがｺﾝｸﾘｰﾄであったり、

橋面舗装は開削調査の数量を多く実施したほうがより精度のよい厚みの結果が出たと思いました

関係省庁の協力のおかげで工事を完了する事が出来ました。

みなさんの協力のおかげで事故も無く工事が完了出来ました関係者のみなさん

本当にありがとうございました。


